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 今年一番の寒さとなった１月 10 日（水）午後 4 時

より、藤田徹文先生をお招きして恒例の新春法座を

開催いたしました。厳しい寒さの中２５名の参拝者

がありました。

【講演主旨】

仏教には、宗派に関らず共通の教えがあります。こ

れを三法印（四法印）と言います。三つの法（教え

＝真理）の旗
はたじるし

印ということです。

一番目の旗印は「諸行無常」という教えです。これ

はあらゆるものは移り変わっていくということです。

諸行は特に「時間・いのち」を表します。「時間・いのち」が移り変わっていくということは、

私たちが「生きる」のは、いつでも「今」しかないということです。「今、今、今、、」の連続です、

その過ぎ去ったところを昨日と言い、まだ来ぬところを明日と言ってるだけです。

つまり、「生きる」とは、「今を大事にする」こと以外ないということを教えているのです。と

ころが私たちは、ややもすると「今」をおろそかにして、「昔はよかった、昔はよかった」と

過去に逃げたり、或いは「そのうち良いことがあるだろう」と大事な「今」から逃げたりと、

そんな人生になっていることが多いと思います。これでは「生きる」ということを放棄してい

ることになります。「諸行無常」とは与えられた「今」を大切に、精一杯生きていくことを教

えているのです。

二番目の旗印は「諸法無我」です。あらゆるものには「我」がないということです。どんなも

のでも、周りと関わりを持たず、単独で存在するものはありません。ありとあらゆるものと関

わりを持ってすべてのものは存在しているのです。その関わりを「縁」と言います。

私が存在するためには、どれほどの縁があるかと言えば、数えることは出来ません。文字通り

無量の縁です。その無量の縁を頂いて、今この私は存在しているのです。

「諸法無我」とは私たちは無量の縁を頂いて生かされているんですよ、そのことを喜んでいき

ましょうと教えているのです。「無量」をインドの言葉で「アミダ」と言いいます。つまり、

私たちは「アミダ」というハタラキ（無量の縁）を頂いて生きていると言えるでしょう。

この二つの道理（諸行無常・諸法無我）に目覚めて生きていくことが出来れば、苦悩から解放

され、おだやかで安らぎに満ちた「涅槃寂静」（三番目の旗印）の人生を送ることが出来るの

です。逆に、この道理に目覚めることがなければ、「あれが悪い、これが悪い」、「ああもされた、

こうもされた」と、一切を「苦」と受け止めていく人生になってしまうのです。これを一切皆

苦 (四番目の旗印）と言います。

諸行無常・諸法無我・涅槃寂静の三つを三法印と言い、一切皆苦を入れると四法印と言います。

この三つ（四つ）の旗印が仏教共通の教えです。そうしてこの道理が私たち人間世界の真理で

あります。



（５）　　　平成３０年２月　　　　光　明　寺　だ　よ　り　　　９７号

「北朝鮮、核ミサイル実験繰り返す」　1 月ドナルド・トランプ氏米国大統領

就任　５月獣医学部新設問題。　6 月今上天皇退位特例法。テロ等準備罪法

案成立。　7月北朝鮮ICBM発射日本上空通過。　10月衆議院選挙自民党圧勝。

「米国大統領広島訪問」　4 月熊本地震発生。最大震度 7。　5 月 G7 サミット

三重県伊勢志摩で開催。　６月公職選挙法改正により選挙権 18 歳に引き下げ

８月イチロー MLB 通算 3000 本安打達成。リオ五輪開催。

「スカイツリー開業」　5 月日本で金環食観測。スカイツリー開業。　６月オ

ウム真理教最後の逃亡犯高橋克也容疑者を逮捕。　９月尖閣諸島を国有化。

中国全土で反日デモ発生。　10 月ノーベル物理学賞、山中伸弥教授受賞。

「第１回 WBC で日本初代王者」　2 月トリノオリンピック開催。荒川静香金メ

ダル　６月 FIFA W 杯ドイツで開催。　7 月北朝鮮ミサイル７発発射。日本海

に着弾。　9 月秋篠宮夫妻に悠仁親王ご誕生。

　

「ユーロ流通開始」　1 月ヨーロッパ統一通貨「ユーロ」開始。　４月「ゆと

り教育法」施行。　９月小泉首相日本の首相として初訪朝。金日成、拉致認め、

謝罪。５人帰国。１０月小柴昌俊・田中耕一の両氏ノーベル賞受賞。　

「松本サリン事件」　6 月松本サリン事件で７人死亡。　7 月東向井千秋氏日本

人女性初めてスペースシャトルに乗船。　9 月関西国際空港開港。　10 月大

江健三郎氏ノーベル賞受賞。　12 月ソニー・プレーステーション発売。

「チェルノブイリ原発事故」　1 月スペースシャトル・チャレンジャー号爆発

乗組員全員死亡。　３月青函トンネル開通。　4 月チェルノブイリ原発事故

発生。　7 月ロ富士フイルム「写ルンです」発売。

「月面着陸」　　1 月東大安田講堂攻防激化。　5 月ペルー大震災。　7 月アポ

ロ１８号人類初の月面着陸に成功。　8 月第 51 回全国高校野球決勝戦で松山

商ー三沢高が延長１８回の引き分け再試合、翌日松山商優勝。

１ 周 忌

平成 29 年

　（2017）

３回忌

平成 28 年

　（2016）

７回忌

平成 22 年

　（2010）

１３回忌

平成 18 年

　（2006）

１７回忌

平成 14 年

　（2002）

２５回忌

平成６年

　（1994）

３３回忌

昭和 61 年

　（1986）

５０回忌

昭和 44 年

　（1968）

　身近な人を亡くされた年には、どんな出来事があったでしょうか？改めて振り返って

みましょう。亡くなってから１年目の法事は１周忌、２年目は３回忌、６年目は７回忌、

１２年目は１３回忌となっていきます。お法事は亡き人を偲びつつ、この私が仏縁に遭わ

せて頂くための大切な仏事です。
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【読み】　

【意味】　思い上がりの心を以ってしては、仏さまの教えを聞くことは出来ない

【出拠】　大智度論
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